
アンケート２ 

 

佐世保高専 JABEE 関連企業・大学院アンケート 

（専攻科修了生に関するアンケート） 

 

１ 調査の目的 

本プログラムの「学習・教育到達目標」の各項目について、本校の技術者教育プログラムを修了した

学生（専攻科修了生）が実際にその能力を身につけているか（「学習・教育到達目標」を達成しているか）

を企業の直属の上司、大学院の指導教員に評価していただき、その結果を本プログラムの教育改善に資

する。  

 

２ 調査対象 

・ 企業  ６６名（６４社） 

平成 27 年 3 月から平成 31 年 3 月専攻科修了生が就職した企業 

 

・ 大学院 １７名（１１大学院） 

 平成 27 年 3 月から平成 31 年 3 月専攻科修了生が進学した大学院及び本校専攻科のカリキュラム

と類似している他高専専攻科の修了生が進学している大学院から抽出 

 

３ 調査方法及び調査時期 

（１）調査方法 アンケート用紙及び返信用封筒を郵送 

（２）調査期間  （企業）  令和 ２年４月１日（水）～令和 ２年４月３０日（木）  

（大学院） 令和 ２年４月１日（水）～令和 ２年４月３０日（木）  

 

４ 回答数    

企業 ： １８件  

大学院： １６件 

 

質問フォーム 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

佐世保高専専攻科修了生の平均的な能力の印象についてお尋ねいたします。結果は５段階に分けており

ますので，どれに該当するかを選択して下さい。目安として点数に直すと次のようになります。（非常に

高い：80 点以上，高い：70 点台，普通：60 点台，やや不足：40-59 点，不足：39 点以下） 

各設問に当てはまる項目の枠内を塗りつぶしてください（□→■）。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

※「前回」は、平成２６年度実施分を指す。 



 

 

JABEE アンケート（修了生） 

A-1-1 
数学（微分積分学、線形代数、微分方程式、確率・統計など）の基礎知識を身につけて、工学的諸問題の解決に応用できる。 

 

「１：非常に高い」と「２：高い」の回答

が前回は、約4割程度だったが、今回

は、9 割以上の学生が数学の基礎知

識を工学的諸問題の解決に応用でき

る能力が身についたと回答した。した

がって、教育目標に沿った教育が適

切に実施していると評価する。 

１：非常に高い ２：高い ３：普通 ４：やや不足 ５：不足 

 

A-1-2 
自然科学（物理、化学など）の基本知識を身に付けて、工学的諸問題の解決に応用できる。 

 

「１：非常に高い」と「２：高い」と回答し

た学生は約 6 割、「3：普通」を含める

と 9 割以上の学生が自然科学の基礎

知識を工学的諸問題の解決に応用で

きる能力が身についたと回答している

ことから教育目標に沿った教育が適

切に実施していると評価する。 

１：非常に高い ２：高い ３：普通 ４：やや不足 ５：不足 

 

A-2 
情報技術の基本知識を身につけて、情報収集、実験データの解析・評価のツールとしてコンピュータを活用できる。 

 

「１：非常に高い」と「２：高い」が前回

調査よりさらに増加し、約 9 割以上の

学生が回答しており、「3：普通」を含

めると全学生がコンピュータを活用で

きる能力が身についたと回答したこと

から、教育目標に沿った教育が適切

に実施していると評価する。 

１：非常に高い ２：高い ３：普通 ４：やや不足 ５：不足 
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A-3 
基礎工学の知識を身につけて、複合化したもの創りの実務における工学的諸問題の解決に応用できる。 

 

「１：非常に高い」と「２：高い」が前回

調査よりさらに増加し、約 9 割以上の

学生が回答しており、「3：普通」を含

めると全学生が基礎工学の知識を工

学的諸問題の解決に応用できる能力

が身についたと回答し、教育目標に

沿った教育が適切に実施していると

評価する。 

１：非常に高い ２：高い ３：普通 ４：やや不足 ５：不足 

 

A-4 
それぞれの専門分野におけるもの創りのための４つの専門科目群（材料・要素・設計・製造・評価・解析、複合系）の知識を身につけて、

もの創りに応用できる。 

 

「１：非常に高い」と「２：高い」が前回

調査よりさらに増加し、約 9 割以上の

学生が回答しており、「3：普通」を含

めると全学生が４つの専門科目群の

知識をもの創りに応用できる能力が

身についたと回答しており、教育目標

に沿った教育が適切に実施している

と評価する。 

１：非常に高い ２：高い ３：普通 ４：やや不足 ５：不足 

 

B-1 

他の国の歴史的・文化的背景や国際問題に関する基礎知識を身につけて、グローバルな視点でものごとを考えることができる。 

 

「１：非常に高い」と「２：高い」が前回

調査よりさらに増加し、「3：普通」を含

めると9割以上の学生が、グローバル

な視点でものごとを考えることができ

る能力が身についたと評価する。 

１：非常に高い ２：高い ３：普通 ４：やや不足 ５：不足 
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B-2 

技術が自然や社会に与える影響・効果を理解して、技術者としての責任を自覚できる。 

 

「１：非常に高い」と「２：高い」と回答し

た学生は 6割を超えており、「3：普通」

を含めると 9 割以上の学生が技術が

与える影響を理解し技術者としての

責任を自覚できており、前回から引き

続き教育目標に沿った教育が適切に

実施していると評価する。 

１：非常に高い ２：高い ３：普通 ４：やや不足 ５：不足 

 

C-1 

技術的な内容を日本語により文章や口頭で論理的に説明できる。 

 

「１：非常に高い」と「２：高い」が前回

調査よりかなり増加し、全学生が日本

語による論理的な説明ができる能力

が身についたと回答していることから

教育目標に沿った教育が適切に実施

していると評価する。 

１：非常に高い ２：高い ３：普通 ４：やや不足 ５：不足 

 

C-2 
相手の質問や意見を聞いて日本語で適切に答えることができる。 

 

「１：非常に高い」と「２：高い」が前回

調査よりかなり増加し、「3：普通」を含

めると 9 割以上の学生が、日本語に

よる適切な返答ができる能力が身に

ついたと評価している。 

１：非常に高い ２：高い ３：普通 ４：やや不足 ５：不足 
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C-3 

英語による基礎的なコミュニケーションができる。 

 

「１：非常に高い」と「２：高い」の回答

は、徐々に増えており、「3：普通」を含

めると 7 割以上の学生が英語による

コミュニケーション能力があると回答

しており、教育目標に沿った教育が適

切に実施していると評価する。 

１：非常に高い ２：高い ３：普通 ４：やや不足 ５：不足 

 

C-4-1 
基礎的な技術英語の文章を読むことができる。 

 

「１：非常に高い」と「２：高い」と回答し

た学生は約9割を占めており、前回と

は60%以上改善している。また、「3：普

通」を含めると9割以上の学生が基礎

的な技術英語の文章を読む能力があ

ると回答しており、教育目標に沿った

教育が適切に実施され、飛躍的に改

善がみられていると評価する。 

１：非常に高い ２：高い ３：普通 ４：やや不足 ５：不足 

 

C-4-2 
基礎的な技術英語の文章を書く事ができる。 

 

「４：やや不足」と「５：不足」と回答した

学生は20%以上を占めており、前回よ

りは10%以上改善されているが、「１：

非常に高い」と「２：高い」と回答した学

生は24%に留まっている。 

また、アンケートごとに徐々に改善さ

れているが、「３：普通」も含めると7割

以上の学生が社会からの要求に満足

していないので、何らかの対策が必

要である。 

１：非常に高い ２：高い ３：普通 ４：やや不足 ５：不足 
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D-1-1 

自分で具体的な計画や手順を決めて基礎的な実験を実施することができる。 

 

「１：非常に高い」と「２：高い」が前回

調査よりかなり増加し、全学生が自分

で計画や手順を決めて実験を実施す

ることができる能力が身についたと評

価しており、教育目標に沿った高い質

の教育が実施していると評価する。 

また、前回は「４：やや不足」と「５：不

足」と回答した学生は16%いたが、今

回は0%となり、かなり改善した。 

１：非常に高い ２：高い ３：普通 ４：やや不足 ５：不足 

 

D-1-2 
得られた結果を正しく評価・解析して考察し、論理的に説明できる。 

 

「１：非常に高い」と「２：高い」が前回

より10％以上増加し、6割以上の学生

が、得られた結果を正しく考察し論理

的に説明できる能力を身につけてい

ると評価していることから、教育目標

に沿った高い教育水準を維持してい

ると評価する。さらに「4：やや不足」と

「５：不足」は前回より10％以上改善し

た。 

１：非常に高い ２：高い ３：普通 ４：やや不足 ５：不足 

 

D-2-1 
いくつかの専門分野の知識や利用可能な情報・技術・手段を駆使することができる。 

 

「１：非常に高い」と「２：高い」が前回

調査より増加し、「３：普通」を含むと全

学生が様々な知識や情報・技術・手

段を駆使することができる能力が身に

ついたと回答していることから、教育

目標に沿った高い質の教育が実施し

ていると評価する。また、「４：やや不

足」と「５：不足」との回答は徐々に減

少し、今回は0%となり、かなり改善し

た。 

１：非常に高い ２：高い ３：普通 ４：やや不足 ５：不足 
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D-2-2 

創造性を発揮して、調査・解析をおこない、解決策を組み立てて実行し、課題を解決できる。 

 

約９割の学生が、創造性や解決策を

引き出し、課題を解決できる能力が身

についたと評価していることから、教

育目標に沿った高い教育が維持して

いると評価する。「４：やや不足」と「５：

不足」と回答した学生は23%いたが、

今回は6%となり、かなり改善した。 

１：非常に高い ２：高い ３：普通 ４：やや不足 ５：不足 

 

D-3 
社会の要求する課題を解決するにあたって、その内容を分析して、計画や方策を複眼的にデザインできる。 

 

約９割の学生が、「１：非常に高い」と

「２：高い」を支持されており、社会の

要求する課題を解決するための計画

や方策を複眼的にデザインできる能

力があり、教育目標に沿った教育が

実施していると評価する。また、「４：

やや不足」と「５：不足」が前回の24％

から0％へ減少していることから、質

の向上も見られている。 

１：非常に高い ２：高い ３：普通 ４：やや不足 ５：不足 

 

D-4 
実践的能力を身につけ、技術者が経験する実務上の問題や課題を理解して適切な対応ができる。 

 

約97％の学生が実践的能力を身につ

け実務上の問題や課題に適切な対応

ができる能力が身についたと回答し

ており、教育目標に沿った教育が実

施していると評価する。 

１：非常に高い ２：高い ３：普通 ４：やや不足 ５：不足 
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E-1 

社会の要請に迅速に対応し、科学技術の進展を先導するため、自主的・継続的に学習できる。 

 

6割以上の学生が「１：非常に高い」と

「２：高い」と評価され、前回の調査よ

り20％以上増加した。また、「４：やや

不足」と「５：不足」も10％以上減少し

ていることから、社会の要請・科学技

術の進展に対応するため自主的・継

続的な学習ができる能力が身につい

たと評価できる。 

１：非常に高い ２：高い ３：普通 ４：やや不足 ５：不足 

 

E-2 
要求された課題に対して、自立して、あるいは他の人と協力しながら計画的に作業を進め、期限内に終わらせることができる。 

 

前回の調査と同様に7割以上の学生

が「１：非常に高い」と「２：高い」と評価

され、要求された課題に対して自立し

他の人と協力して期限内に終わらせ

ることができる能力が身についたこと

が分かり、教育目標に沿った教育が

適切に実施していると評価する。 

１：非常に高い ２：高い ３：普通 ４：やや不足 ５：不足 

 

E-3 
健全な心身を持ち、学内外（あるいは社内外）の人々と協調して行動できる。 

 

前回の調査と同様に 8 割程度の学生

が「１：非常に高い」と「２：高い」と評価

され、健全な心身で学（社）内外の人

と協調して行動できる能力が身につ

いたことが分かり、教育目標に沿った

適切な教育が実施していると評価す

る。 

１：非常に高い ２：高い ３：普通 ４：やや不足 ５：不足 
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